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第
二
室
戸
台
風 

 

一
九
六
一
年
（
昭
和
三
六
）
九
月
一
六
日
（
土
） 

  

近
畿
地
方
を
横
断
し
て
日
本
海
に
抜
け
た
台
風
一
八
号
は
、
高

潮
に
よ
り
西
大
阪
臨
海
地
帯
を
は
じ
め
、
各
河
川
流
域
に
大
き
な

被
害
を
も
た
ら
し
た
。
室
戸
台
風
と
コ
ー
ス
が
似
て
い
た
た
め
、

第
二
室
戸
台
風
と
名
付
け
ら
れ
た
。
大
阪
市
内
は
一
〇
万
戸
以
上

が
浸
水
し
、
福
島
区
域
も
大
半
が
水
没
し
た
。 

 

福
島
区
の
浸
水
家
屋
数
は
床
上
・
床
下
合
計
で
大
阪
市
内
で
一

番
多
か
っ
た 

 

福
島
区
全
域
に
避
難
準
備
勧
告
が
12
時
10
分
に
、
野
田
・
玉

川
・
新
家
地
区
に
避
難
命
令
が
13
時
20
分
に
出
て
い
る
。 

 

大
阪
で
の
気
圧 

九
三
七.

三
ミ
リ
バ
ー
ル 

（
九
五
四.

五
ミ
リ
バ
ー
ル
） 

瞬
間
最
大
風
速 

 
 
 
 
 

五
〇.

六
メ
ー
ト
ル 

（
六
〇
メ
ー
ト
ル
以
上
） 

（ 

）
内
は
一
九
三
四
年
の
室
戸
台
風 
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凡  例 

 

9月16日14時 

浸水地域 

 
2日間以上浸水 

 破堤 

溢流 

『
第
二
室
戸
台
風
災
害
誌
』
よ
り 

    福島区 此花区 西 区 港 区  大阪市 

16日午前8時 
床上浸水 12,900 5,601 7,550 13,924 60,797 

床下浸水 8,247 2,447 9,960 4,287 46,448 

17日午前8時 
床上浸水 5,400 3,593 1,700 927 18,576 

床下浸水 12,650 4,118 9,960 1,400 33,700 

 世帯数   23,147 22,372 20,590 29,037 796,413 

 人 口   93,931 83,067 73,942 99,130 2,965,642 

 住家被害 

 全 壊 6 52 3 92 456 

 半 壊 254 258 55 1,410 4,674 

 流 失 0 49 0 0 155 

 

被 

害 

概 

況 

参
考
『
第
２
室
戸
台
風
概
要
』
（
大
阪
市
土
木
局 

一
九
六
一
） 

『
第
二
室
戸
台
風
災
害
誌
』
（
大
阪
府 

一
九
六
二
） 

『
此
花
消
防
署
史
』
（
此
花
消
防
署
防
火
協
力
会 

一
九
九
〇
） 

『
大
阪
市
統
計
書 

昭
和
三
十
六
年
版
』
（
大
阪
市 

一
九
六
二
） 

 

 
堂
島
川
か
ら
道
路
に
溢
れ
た
水 

『
第
二
室
戸
台
風
災
害
誌
』
よ
り 
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住
ん
で
い
た
の
は
吉
野
小
学
校
と
吉
野
公
園
の
中
間
だ
っ
た
。
当
日
、

風
が
強
く
な
り
、
ガ
ラ
ス
窓
に
板
を
張
り
付
け
て
、
暴
風
に
対
応
し
た
。

次
の
日
に
は
道
路
に
水
が
流
れ
込
み
、
家
の
中
に
床
上
ま
で
、
浸
水
し
て

き
た
。
父
が
糊
工
業
を
営
ん
で
い
た
た
め
、
機
械
を
損
傷
し
た
。
洗
濯
機

等
も
使
え
な
く
な
っ
た
。
事
務
所
の
整
理
が
大
変
だ
っ
た
と
思
う
。
夜
、

会
社
の
従
業
員
の
方
が
訪
ね
て
き
た
が
、
水
嵩
が
多
く
、
マ
ン
ホ
ー
ル
に

落
ち
た
と
言
っ
て
い
た
。
次
の
日
に
は
、
畳
が
何
枚
も
流
れ
て
き
た
。
Ｔ

Ｖ
ニ
ュ
ー
ス
で
は
此
花
区
で
は
二
階
ま
で
水
が
き
た
こ
と
が
映
し
出
さ
れ

て
い
た
。
そ
の
時
、
小
学
校
は
無
事
だ
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。
こ
の

と
き
、
い
ざ
と
い
う
と
き
は
学
校
に
行
く
の
が
、
安
全
だ
と
思
っ
て
る
。 

（
当
時 

小
学
四
年
生 

吉
野
在
住
） 

---------------------- 

 

私
が
九
歳
の
時
に
来
襲
し
た
。 

安
治
川
の
堤
防
が
中
央
市
場
の
所 

で
決
壊
し
、
朝
か
ら
自
宅
の
前
に 

水
が
押
し
寄
せ
、
裏
か
ら
も
庭
に 

水
が
は
い
っ
て
き
て
床
下
浸
水
し 

た
。
朝
刊
が
配
布
さ
れ
な
い
の
で
、 

長
靴
を
は
い
て
水
の
中
を
ジ
ャ
ブ 

ジ
ャ
ブ
と
新
聞
販
売
所
ま
で
取
り 

に
行
っ
た
。 

（
当
時 

小
学
四
年
生 

野
田
在
住
） 

 
 

---------------------- 

ど
う
浸
水
し
て
き
た
か
、
あ
ま
り
記
憶
に
な
い
。
当
時
の
こ
と
だ
か
ら

窓
に
板
を
打
ち
付
け
て
備
え
は
し
て
い
た
と
思
う
。
記
録
を
見
れ
ば
あ
の

日
は
土
曜
日
だ
っ
た
の
で
、
翌
日
曜
日
に
水
は
引
い
た
よ
う
だ
。
そ
の
引

く
と
き
に
向
か
い
の
薬
屋
さ
ん
の
薬
品
を
入
れ
た
陳
列
台
が
外
に
流
れ
出

て
し
ま
っ
た
こ
と
、
別
の
向
か
い
の
子
が
浮
い
た
畳
に
乗
っ
て
遊
ん
で
い

た
こ
と
、
そ
れ
を
覚
え
て
い
る
。
月
曜
は
休
校
で
、
火
曜
に
学
校
に
行
く

と
、
一
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
高
く
設
置
さ
れ
て
い
た
仮
設
教
室
（
一
学
年
千

人
以
上
い
た
の
で
鉄
筋
校
舎
が
不
足
し
て
い
た
）
の
床
も
水
で
で
こ
ぼ
こ

に
な
っ
て
い
て
、
そ
の
上
を
飛
び
跳
ね
て
い
た
級
友
は
先
生
に
叱
ら
れ
た
。 

 

乾
パ
ン
と
毛
布
が
支
給
さ
れ
た
こ
と
も
思
い
出
と
し
て
あ
る
。 

（
当
時 

中
学
一
年
生 

港
区
在
住
） 

-----------------------------------
------ 

 

室
戸
岬
を
通
り
、
紀
伊
水
道
を
北
上
す
る
台
風
は
、
室
戸
、
ジ
ェ
ー
ン

台
風
と
ほ
ぼ
同
じ
コ
ー
ス
だ
っ
た
の
で
、
我
家
で
は
覚
悟
を
し
て
い
た
。

そ
し
て
、
年
老
い
た
祖
母
を
避
難
所
へ
連
れ
て
行
っ
た
。
避
難
所
で
の
居

場
所
が
定
ま
る
と
、
祖
母
は
す
ぐ
に
家
に
帰
っ
て
、
高
潮
対
策
を
と
れ
と

い
う
。
避
難
所
か
ら
表
通
り
へ
出
る
と
、
通
り
の
マ
ン
ホ
ー
ル
か
ら
は
水

が
吹
き
上
げ
て
い
た
。
す
で
に
、
高
潮
は
始
ま
っ
て
い
た
の
あ
る
。 

 
我
家
で
は
、
こ
の
時
も
床
上
ま
で
水
が
き
た
。
日
が
暮
れ
た
頃
、
発
掘

現
場
の
先
輩
達
か
ら
電
話
が
か
か
っ
た
。
京
阪
が
運
転
休
止
で
京
都
へ
帰

れ
な
い
と
い
う
。
そ
こ
で
、
泊
め
て
も
ら
い
に
行
く
と
い
う
。
し
か
し
な

が
ら
、
最
寄
り
駅
か
ら
我
家
へ
は
、
腰
近
く
ま
で
の
水
の
中
を
歩
く
し
か

 

『
第
二
室
戸
台
風
災
害
誌
』
よ
り 
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な
い
。
我
家
は
二
階
暮
ら
し
に
な
っ
て
い
る
の
で
無
理
だ
と
お
断
り
し
た
。

先
輩
た
ち
は
、
止
む
な
く
、
法
円
坂
の
難
波
宮
の
現
場
に
泊
ま
っ
た
。 

 

そ
の
時
は
三
日
間
の
浸
水
で
あ
っ
た
が
、
以
後
は
下
水
道
の
完
備
で
床

上
浸
水
は
無
く
な
っ
た
。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
当
時 

二
十
代 

鷺
洲
在
住
） 

--------------------------------------------
 

 

私
が
西
区
の
損
害
保
険
会
社
に
入
社
し
て
五
年
目
の
日
直
の
日
で
あ
っ

た
。 屋

上
に
お
稲
荷
さ
ん
の
社
が
あ
っ
た
。
雨
風
が
激
し
か
っ
た
の
で
潰
れ

て
は
い
け
な
い
と
、
エ
レ
ベ
ー
タ
で
上
が
っ
て
お
稲
荷
さ
ん
の
無
事
を
確

認
し
て
下
を
見
る
と
、
前
の
川
と
四
ツ
橋
筋
の
境
が
な
か
っ
た
。
ビ
ッ
ク

リ
し
て
あ
わ
て
て
階
段
を
飛
び
降
り
る
よ
う
に
一
階
に
下
り
た
。
す
で
に

水
が
地
下
に
は
い
り
、
テ
ナ
ン
ト
会
社
と
山
岳
部
の
部
室
が
あ
っ
た
所
に

勢
い
よ
く
流
れ
こ
ん
で
い
た
。
必
死
で
地
下
の
様
子
を
見
に
入
っ
た
が
、

水
の
勢
い
が
強
く
直
ぐ
首
ま
で
き
た
、
危
険
を
感
じ
て
九
死
に
一
生
を
得

た
よ
う
に
ビ
ル
の
外
に
出
た
。
近
所
の
人
が
ビ
ル
の
中
に
逃
げ
込
ん
で
き

て
、
そ
の
人
達
に
は
会
社
の
会
議
室
に
避
難
し
て
貰
っ
て
、
あ
と
で
総
務

部
長
に
す
ご
く
叱
ら
れ
た
、
で
も
こ
れ
か
ら
も
災
害
が
あ
れ
ば
皆
が
考
え

助
け
合
い
た
い
と
思
う
。
こ
れ
か
ら
起
こ
り
う
る
災
害
に
つ
い
て
、
皆
と

考
え
て
お
き
た
い
。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（
当
時 

二
十
代 

吉
野
在
住
） 

---------------------------------------------
 

               

   
第
二
室
戸
台
風
が
襲
来
し
て
き
た
時
、
私
は
梅
田
に
あ
る
会
社
に
勤
め
、

家
は
西
区
の
九
条
近
く
に
住
ん
で
い
た
。 

 

会
社
か
ら
帰
る
の
が
遅
く
な
り
、
家
に
帰
っ
た
時
は
台
風
の
中
心
が
来

て
風
雨
が
強
く
な
っ
て
い
た
。
家
に
着
き
十
分
程
あ
と
戸
締
り
を
確
認
し

て
い
た
時
、
「
水
が
出
た
ぞ
う
」
と
大
声
を
上
げ
る
人
が
い
て
、
外
を
見

 

野
田
二
丁
目 

 
 
 
 
 
 
 

映
光
社
提
供 
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る
と
、
水
と
共
に
車
二
台
が
我
が
家
の
方
に
少
し
ず
つ
流
さ
れ
て
来
る
の

が
目
に
入
り
、
隣
家
の
人
に
声
を
掛
け
、
ロ
ー
プ
を
持
っ
て
一
緒
に
膝
上

位
の
水
の
中
に
出
て
、
車
の
バ
ン
パ
ー
に
ロ
ー
プ
を
掛
け
、
近
く
の
電
柱

に
繋
ぎ
止
め
る
作
業
を
し
た
。 

 

直
後
家
に
帰
る
頃
に
は
胸
の
上
ま
で
水
が
来
て
い
た
こ
と
を
記
憶
し
て

い
る
。
家
は
床
上
浸
水
だ
っ
た
が
、
水
は
一
晩
で
引
い
た
。 

（
当
時 

二
十
代 

西
区
在
住
） 

---------------------------------------------
 

中
之
島
西
端
、
堂
島
川
最
下
流
に
架
か
る
船
津
橋
よ
り
中
央
市
場
前
を

経
て
、
野
田
阪
神
前
に
至
る
道
路
＝
大
阪
臨
海
線
（
通
称
・
み
な
と
通
）

に
は
、
昭
和
四
〇
年
八
月
末
ま
で
路
面
電
車
（
市
電
）
が
運
行
し
て
い
て
、

そ
の
道
路
沿
い
に
自
宅
（
店
舗
兼
用
）
が
あ
っ
た
。 

昭
和
三
六
年
九
月
一
六
日
昼
過
ぎ
、
最
初
は
南
風
の
、
強
烈
な
台
風
が

襲
っ
た
。 

当
時
、
安
治
川
は
じ
め
上
流
の
川
岸
に
は
、
殆
ん
ど
堤
（
土
手
）
が
な

か
っ
た
。
多
か
っ
た
海
運
の
荷
捌
き
は
容
易
だ
っ
た
が
、
台
風
下
、
折
か

ら
の
高
潮
で
安
治
川
が
氾
濫
、
中
央
市
場
内
に
溢
れ
、
野
田
・
玉
川
そ
の

他
周
辺
地
域
に
、
奔
流
の
勢
い
で
流
れ
込
ん
だ
。 

自
宅
場
所
は
、
周
り
よ
り
比
較
的
、
海
抜
の
高
い
所
だ
っ
た
が
、
玄
関

か
ら
の
浸
水
に
急
遽
、
家
族
と
共
に
、
畳
を
揚
げ
一
部
は
二
階
へ
、
残
り

は
机
な
ど
の
上
へ
重
ね
置
い
た
。 

私
は
一
階
四
枚
戸
の
窓
か
ら
外
を
見
て
い
た
が
、
瞬
く
間
に
、
水
流
が
、

板
か
ま
ぼ
こ
型
状
の
高
い
と
こ
ろ
に
敷
設
さ
れ
て
い
る
線
路
ま
で
を
被
い
、

少
し
低
い
向
い
の
家
と
、
こ
ち
ら
の
家
際
が
、
泥
交
じ
り
の
急
流
に
見
舞

わ
れ
た
。 

最
高
時
水
位
は
、
床
上
二
〇
セ
ン
チ
程
で
あ
っ
た
。 

二
階
の
窓
は
、
全
部
雨
戸
を
し
て
い
た
が
、
一
階
表
の
窓
は
、
台
風
最

勢
時
、
気
圧
差
と
風
速
の
為
か
外
側
に
、
も
っ
て
い
か
れ
そ
う
に
な
り
、

今
に
も
ガ
ラ
ス
が
割
れ
そ
う
で
、
ひ
や
ひ
や
さ
せ
ら
れ
た
。
前
も
っ
て
ガ

ラ
ス
に
、
紙
テ
ー
プ
で
も
張
っ
て
お
く
の
だ
っ
た
と
、
烈
風
の
最
中
に
、

悔
や
ん
で
い
た
が
、
割
れ
ず
に
助
か
っ
た
。 

人
は
勿
論
、
車
も
市
電
車
両
も
、
暫
く
前
か
ら
見
か
け
な
い
路
面
を
、

凄
い
勢
い
で
通
過
す
る
濁
流
に
乗
っ
て
、
向
か
い
の
家
際
を
、
沢
山
の
西

瓜
が
流
れ
て
い
た
。
危
な
く
な
け
れ
ば
、
何
個
か
拾
い
た
い
が
、
暴
風
雨

吹
き
す
さ
び
、
表
に
出
ら
れ
る
状
態
で
は
な
か
っ
た
。
の
ち
程
聞
い
た
話

で
は
、
玉
川
地
域
の
中
央
部
に
住
ま
う
方
が
、
ラ
ベ
ル
が
剥
が
れ
た
缶
詰

を
沢
山
拾
っ
て
、
中
身
が
分
か
ら
ず
に
開
け
る
の
が
、
楽
し
み
だ
っ
た
と

言
わ
れ
て
い
た
。
魚
類
も
結
構
流
れ
た
と
の
こ
と
、
い
ず
れ
も
中
央
市
場

内
で
、
野
積
み
に
さ
れ
て
い
た
商
品
や
、
柵
だ
け
で
仕
切
っ
た
店
舗
内
か

ら
の
流
出
品
だ
。 

父
親
が
新
聞
販
売
店
（
毎
日
・
日
経
・
ス
ポ
ー
ツ
各
紙
）
を
し
て
い
た

の
で
、
浸
水
が
中
々
引
か
ず
冠
水
し
た
道
路
を
歩
い
て
配
る
、
各
戸
配
達

が
大
変
だ
っ
た
。 

中
で
も
、
大
野
町
二
丁
目
の
西
町
会
（
福
島
市
民
館 

現
・
野
田
コ
ミ
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ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
含
む
周
辺
）
辺
り
の
最
高
水
位
（
該
当
地
の
Ｓ
氏

に
聞
く
）
は
、
一
時
小
屋
根
近
く
ま
で
押
寄
せ
、
そ
の
後
、
引
い
た
状
態

で
も
、
腰
ま
で
の
深
さ
が
あ
っ
て
、
水
を
掻
き
分
け
歩
く
の
は
難
行
で
あ

っ
た
。 

二
階
の
窓
か
ら
、
紐
で
結
わ
え
た
篭
な
ど
を
垂
ら
し
て
、
新
聞
を
釣
り

上
げ
て
く
だ
さ
る
人
も
い
て
、
遅
く
な
っ
た
の
を
、
咎
め
る
人
の
話
は
聞

か
な
か
っ
た
。
店
ま
で
取
り
に
来
ら
れ
た
人
も
何
人
か
い
た
。 

当
時
は
、
テ
レ
ビ
の
普
及
度
は
低
く
、
ラ
ジ
オ
と
新
聞
の
み
が
情
報
源

で
、
待
っ
て
下
さ
っ
て
い
た
の
だ
と
思
う
。
冠
水
が
引
い
て
、
平
常
に
な

る
ま
で
に
、
一
週
間
近
く
か
か
っ
た
。 

（
当
時 

二
十
代 

野
田
在
住
） 

 

        

 

「
藤
野
田
」
碑
の
新
発
見
？ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

宮
本 

隆
正 

 

私
が
聞
い
て
い
る
限
り
で
は
、
「
藤
野
田
」
と
刻
ん
だ
碑
が
残
っ
て
い

る
の
は
、
天
王
寺
区
の
泰
聖
寺
に
あ
る
「
藤
野
田
有
志
中
」
と
彫
っ
た
碑

と
、
奈
良
県
の
壺
阪
寺
境
内
の
隅
に
あ
る
石
碑
の
台
座
に
「
藤
野
田
」
と

彫
っ
た
も
の
の
二
つ
で
あ
る
。
後
者
は
私
も
実
際
見
た
こ
と
が
あ
る
（
注
）
。 

今
回
、
こ
れ
ら
と
は
異
な
る
も
の
を
奈
良
県
の
吉
野
で
見
つ
け
た
。
そ

れ
は
桜
の
名
所
で
あ
る
上
千
本
と
奥
千
本
の
中
間
に
鎮
座
す
る
吉
野
水
分

み
く
ま
り

神
社
境
内
の
手
水
鉢
に
「
藤
野
田
」
と
刻
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
。
正
面
に

は
藤
野
田
の
下
に
「
岩
」
の
字
、
側
面
に
明
治
四
十
三
年
五
月
二
日
建
納

と
彫
ら
れ
て
い
る
。
但
し
、
こ
れ
に
は
「
村
」
の
字
は
な
か
っ
た
。
こ
の

神
社
は
本
殿
・
拝
殿
・
楼
門
な
ど
が
重
文
に
指
定
さ
れ
た
由
緒
あ
る
も
の

で
、
豊
臣
秀
頼
が
こ
の
社
殿
を
慶
長
九
年
（
一
六
〇
四
）
に
桃
山
式
に
再

建
し
た
も
の
で
あ
る
。 

冒
頭
の
二
箇
所
は
寺
院
、
後
者
は
神
社
に
あ
る
の
だ
が
、
こ
れ
は
現
在

も
続
く
「
岩
組
」
と
い
う
組
織
で
大
峰
山
へ
参
拝
す
る
修
験
道
に
起
因
し

 

『第二室戸台風災害誌』より 
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て
い
る
神
仏
習
合
の
た
め
で
あ
ろ
う
。 

ま
た
、
金
峯
山
寺
の
蔵
王
堂
の
前
に
も
岩
組
の
碑
が
あ
る
が
、
こ
ち
ら

に
は
「
藤
野
田
」
の
文
字
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。 

ま
だ
ま
だ
、
大
峰
山
へ
の
修
験
道
の
道
筋
に
「
藤
野
田
」
を
冠
し
た
岩

組
の
碑
が
存
在
す
る
可
能
性
を
有
し
て
い
る
。 

         

  

（
注
）
『
野
田
藤
と
円
満
寺
文
書
』（
内
田
九
州
男
編 

二
〇
〇
三
） 

86
・
87
ペ
ー
ジ
に
泰
聖
寺
・
壺
阪
寺
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。 

 
 
 

ま
た
「
藤
野
田
村
」
と
記
載
さ
れ
た
古
文
書
に
つ
い
て
言
及
さ 

れ
て
い
る
。 

福
島
消
防
署
・
警
察
署
の
竣
工
と
区
民 

セ
ン
タ
ー
・
図
書
館
完
成
へ
の
苦
労
あ
れ
こ
れ 

 
 
 
 
 
 

福
島
区
歴
史
研
究
会
会
長 

太
田 

勝
義 

 

福
島
区
は
文
化
、
伝
統
、
歴
史
は
言
う
に
及
ば
ず
、
交
通
、
生
活
、
買

物
、
そ
れ
に
安
心
、
安
全
面
に
於
い
て
も
他
区
に
は
負
け
な
い
も
の
が
あ

る
。 犯

罪
、
火
災
件
数
は
恐
ら
く
大
阪
府
下
で
も
一
番
少
な
い
方
だ
と
思
う
。 

有
り
難
い
事
に
、
本
年
二
月
に
福
島
消
防
署
が
竣
工
し
、
続
い
て
西
隣

に
福
島
警
察
署
が
竣
工
し
た
。
既
存
の
福
島
区
役
所
、
区
民
セ
ン
タ
ー
と

相
ま
っ
て
、
他
区
に
は
見
ら
れ
な
い
一
大
官
庁
街
が
形
成
さ
れ
た
。 

こ
の
四
つ
の
建
物
を
眺
め
て
見
る
と
、
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
、
一
つ

一
つ
の
誕
生
へ
の
苦
労
話
が
思
い
出
さ
れ
る
。 

先
ず
始
め
に
出
来
た
福
島
区
民
セ
ン
タ
ー
の
思
い
出
か
ら
始
め
る
。
他

の
区
を
利
用
さ
れ
た
方
か
ら
、「
ど
な
い
な
っ
て
ん
ね
ん
、
区
民
セ
ン
タ
ー

無
い
の
か
。」
と
叱
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
訳
が
あ
る
。 

福
島
区
に
は
昭
和
三
十
四
年
に
区
民
の
浄
財
で
完
成
し
た
「
福
島
体
育

会
館
」
が
、
区
役
所
、
保
健
所
、
消
防
署
と
共
に
一
大
官
庁
街
を
形
成
し

て
お
り
、
会
館
で
は
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
文
化
面
で
は
新
年
互
礼
会
、

 

上
部
に
「
藤
野
田
」
と
横
書 

 

 

「
明
治
四
十
三
年
」
の
文
字
が
あ
る 
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成
人
式
、
地
域
振
興
大
会
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
て
、
他
の
区
よ
り
も
羨
ま

し
が
ら
れ
て
い
た
。
只
、「
区
民
セ
ン
タ
ー
」
と
称
す
る
も
の
が
無
か
っ
た

の
で
あ
る
。
各
種
団
体
の
声
を
集
め
て
、
私
は
当
時
の
大
島
靖
市
長
に
直

談
判
し
て
、「
土
地
の
有
効
活
用
の
為
に
も
今
あ
る
会
館
の
所
に
、
区
民
セ

ン
タ
ー
、
図
書
館
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
一
体
化
し
た
施
設
を
作
っ
て

欲
し
い
」
と
頼
ん
だ
。 

市
長
は
了
解
し
た
が
、
財
政
局
が
い
い
返
事
を
し
な
か
っ
た
。 

現
在
で
未
だ
二
十
年
し
か
経
っ
て
な
い
上
に
、
未
だ
何
も
な
い
区
が
多

く
、
福
島
区
に
作
る
と
二
館
を
作
っ
た
事
に
な
り
、
他
区
に
対
し
説
明
が

出
来
な
い
。
も
う
少
し
後
に
し
て
欲
し
い
と
の
渋
い
返
事
で
あ
っ
た
。 

私
は
「
今
あ
る
体
育
会
館
は
公
費
が
入
っ
て
い
ま
せ
ん
。
全
て
区
民
の

寄
付
に
よ
る
浄
財
で
す
。
」「
今
度
は
公
費
で
お
願
い
す
る
も
の
で
、
第
一

館
目
で
、
二
館
目
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
強
く
主
張
し
た
と
こ
ろ
、
折
れ

て
く
れ
て
昭
和
六
十
二
年
三
月
、
晴
れ
て
区
民
セ
ン
タ
ー
が
竣
工
出
来
た
。

同
時
に
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
と
図
書
館
も
竣
工
と
な
っ
て
便
利
良
く
、
多

く
の
市
民
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。 

次
に
、
こ
の
図
書
館
に
つ
い
て
記
述
し
て
お
き
た
い
。 

区
民
セ
ン
タ
ー
の
当
初
計
画
は
、
先
ず
区
民
ホ
ー
ル
、
会
議
室
、
ス
ポ

ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
議
論
が
中
心
と
な
り
、
図
書
館
は
第
二
次
的
な
も
の
で

あ
っ
た
。 

し
か
し
、
こ
こ
の
用
地
は
戦
前
は
吉
野
高
等
小
学
校
で
あ
り
、
戦
後
は

江
成
公
園
と
な
っ
て
い
た
が
、
所
轄
は
教
育
委
員
会
の
も
の
で
、
所
轄
す

る
図
書
館
の
設
置
と
狭
隘
な
西
野
田
幼
稚
園
の
用
地
拡
張
に
つ
い
て
、
当

然
の
如
く
強
く
申
し
入
れ
し
て
来
た
。 

一
方
、
加
え
て
『
会
報
第
六
号
』
に
記
し
た
よ
う
に
、
福
澤
諭
吉
肖
像

の
新
一
万
円
札
発
行
時
に
、
大
阪
市
が
顕
彰
す
る
事
に
な
っ
て
い
た
福
澤

諭
吉
記
念
室
を
作
ら
ね
ば
な
ら
な
い
そ
の
場
所
を
、
福
島
図
書
館
内
と
し

て
い
た
の
で
、
図
書
館
は
ど
う
し
て
も
作
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。 

加
え
て
、
大
阪
市
の
最
初
の
図
書
館
が
、
大
正
十
年
六
月
二
十
日
、
玉

川
地
区
に
西
野
田
図
書
館
と
し
て
開
館
し
、
文
化
・
文
芸
・
学
術
の
場
と

し
て
市
民
に
利
用
さ
れ
て
来
た
事
、
昭
和
十
九
年
四
月
に
閉
館
し
た
事
を

強
調
し
た
事
に
よ
り
、
図
書
館
の
存
在
が
大
き
く
扱
わ
れ
た
。 

次
に
合
築
さ
れ
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
と
図
書
館
に
つ
い
て
苦
労

話
が
あ
る
。 

そ
れ
は
三
階
に
図
書
館
を
設
置
す
れ
ば
、
そ
の
上
の
四
階
に
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
を
作
る
と
な
り
、
運
動
で
階
下
に
響
き
、
読
書
の
邪
魔
に
な
る

と
い
う
事
が
問
題
に
な
っ
た
。 

逆
に
一
階
に
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
を
持
っ
て
来
て
、
四
階
に
図
書
館
を

設
け
て
は
ど
う
か
と
い
う
議
論
が
出
て
来
た
が
、
こ
れ
だ
と
建
築
費
が
大

き
く
な
る
し
、
歓
声
が
下
か
ら
沸
き
起
こ
り
、
読
者
に
影
響
を
与
え
、
し

か
も
四
階
ま
で
利
用
者
を
上
げ
る
の
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
四
基
は
い
る
だ
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ろ
う
と
い
う
議
論
が
あ
っ
て
難
行
し
た
。 

結
局
、
図
書
館
に
つ
い
て
は
、
紆
余
曲
折
の
結
果
三
階
に
、
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
は
四
階
に
な
っ
た
。
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
も
下
に
響
か
な
い
よ

う
、
ク
ッ
シ
ョ
ン
を
強
く
、
又
、
応
援
者
の
為
に
、
少
し
は
観
覧
席
も
作

っ
た
。
又
、
夏
の
暑
さ
対
策
に
も
急
遽
エ
ア
コ
ン
を
導
入
し
た
。
フ
ロ
ア

ー
が
少
し
狭
い
の
が
偶
に
傷
で
申
し
訳
な
い
が
将
来
、
耐
用
年
数
が
来
て
、

再
建
築
す
る
時
に
は
、
今
よ
り
も
一
回
り
大
き
い
も
の
が
出
来
る
よ
う
に

土
地
を
確
保
し
て
あ
る
。
し
か
し
、
大
阪
市
が
無
く
な
れ
ば
区
民
セ
ン
タ

ー
は
売
却
の
対
象
と
な
る
。 

次
に
、
消
防
署
と
警
察
署
に
つ
い
て
記
し
て
お
き
た
い
。 

福
島
消
防
署
に
つ
い
て
の
沿
革
は
、
明
治
四
十
二
年
七
月
、
北
の
「
大

火
」
に
端
を
発
す
る
。
翌
年
、
現
在
の
福
島
区
は
東
部
は
北
消
防
署
が
、

西
部
を
西
消
防
署
朝
日
橋
分
署
が
管
轄
。 

昭
和
十
八
年
四
月
、
福
島
区
誕
生
に
伴
い
、
翌
十
九
年
、
福
島
消
防
署

が
設
置
さ
れ
た
が
、
二
十
年
六
月
七
日
の
空
襲
で
被
災
し
閉
鎖
、
此
花
消

防
署
に
併
合
さ
れ
、
再
び
名
称
は
朝
日
橋
消
防
署
と
改
称
さ
れ
た
。
そ
し

て
昭
和
三
十
八
年
三
月
二
十
日
、
福
島
消
防
署
と
し
て
、
現
在
の
吉
野
三

丁
目
十
七
に
数
度
の
変
遷
を
経
て
新
設
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
福
島
区

は
福
島
消
防
署
の
管
轄
と
な
り
、
朝
日
橋
消
防
署
は
此
花
消
防
署
と
な
っ

た
。 福

島
消
防
署
は
区
民
の
生
命
、
財
産
、
安
心
、
安
全
を
確
保
す
る
も
、

時
の
流
れ
で
狭
隘
と
老
朽
化
が
激
し
く
、
建
て
替
え
る
事
に
な
っ
た
が
、

用
地
探
し
に
苦
労
し
、
現
在
地
に
用
地
を
求
め
た
。
跡
地
は
自
転
車
置
場

と
し
て
整
備
さ
れ
る
。 

福
島
警
察
署
に
つ
い
て
の
沿
革
は
、
大
正
八
年
五
月
一
日
に
西
野
田
江

成
町
二
九
五
番
地
に
福
島
警
察
署
が
開
設
。
そ
の
後
、
数
度
に
亘
る
移
転

を
経
て
昭
和
三
十
九
年
十
二
月
五
日
、
現
在
ま
で
の
吉
野
四
丁
目
九
番
十

九
号
に
移
り
、
今
回
、
旧
区
役
所
跡
地
へ
引
っ
越
し
し
て
来
た
。 

旧
福
島
警
察
署
の
用
地
は
大
阪
市
の
も
の
で
あ
る
。
当
初
は
現
地
の
建

替
か
ら
変
じ
て
急
遽
、
旧
区
役
所
へ
用
地
を
求
め
て
来
た
。 

       

 

「大阪市福島区詳細図」1971 より 

 
「大阪市パノラマ地図」1924 より 
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古
代
史
が
語
る
「
天
王
寺
と
四
天
王
寺
の
真
実
」 

―
平
成
二
八
年
第
一
回
福
島
区
歴
史
研
究
会
セ
ミ
ナ
ー
報
告
― 

西
田 

修
造  

日 

時 
二
月
二
八
日
（
日
）
午
後
二
時
～
四
時 

会 

場 

福
島
区
民
セ
ン
タ
ー 

三
〇
一
号
室 

講 

師 

服
部
静
尚
氏
（
古
田
史
学
の
会
会
誌
編
集
責
任
者
） 

テ
ー
マ 

古
代
史
が
語
る
「
天
王
寺
と
四
天
王
寺
の
真
実
」 

参
加
者 

四
八
名 

 

一 

開
催
の
経
緯 

古
代
史
学
の
会
を
主
催
し
た
古
田
武
彦 

氏
は
平
成
二
七
年
十
月
一
四
日
に
ご
逝
去 

さ
れ
た
。
古
田
氏
は
そ
の
著
作
『「
邪
馬
台 

国
」
は
な
か
っ
た
』、『
失
わ
れ
た
九
州
王 

朝
』、『
盗
ま
れ
た
神
話
』
等
で
古
代
史
に 

科
学
的
、
論
理
的
方
法
論
を
確
立
さ
れ
た
。 

そ
の
意
思
を
受
け
継
い
だ
一
人
が
講
師
の
服
部
静
尚
氏
で
あ
る
。
一
九

五
二
年
生
ま
れ
で
、
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
を
機
に
、
福
島
区
歴
史
研
究
会
の

会
員
に
な
ら
れ
た
。
こ
の
地
区
に
あ
る
吉
野
小
学
校
、
野
田
中
学
校
を
卒

業
さ
れ
、
理
系
分
野
の
出
身
で
あ
る
が
、
古
田
史
学
の
神
髄
で
あ
る
科
学

的
、
論
理
的
な
方
法
論
に
惹
か
れ
、
メ
ー
カ
ー
を
退
職
後
、
古
代
史
学
の

研
究
の
世
界
に
入
っ
た
。 

講
師
と
は
前
の
小
学
校
の
同
年
会
で
再
会
し
、
古
田
史
学
の
話
を
聞
き
、

帰
宅
後
、
書
棚
に
あ
る
古
田
氏
の
『
関
東
に
大
王
あ
り
ー
稲
荷
山
鉄
剣
の

密
室
―
』
を
手
に
取
り
、
再
読
。
最
後
の
部
分
（
一
九
七
七
年
記
）
に
「
倭

の
五
王
―
讃
・
珍
・
済
・
興
・
武
は
近
畿
天
皇
家
の
中
の
存
在
で
は
な
い

ー
」
と
い
う
記
述
に
度
肝
を
抜
か
れ
た
こ
と
を
今
で
も
覚
え
て
い
る
。
私

の
史
学
へ
の
興
味
も
、
高
校
同
窓
生
の
愛
読
書
で
、
宮
崎
康
平
著
『
ま
ぼ

ろ
し
の
邪
馬
台
国
』
か
ら
、
刺
激
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
約
五
〇
年
、

小
学
校
同
年
会
の
ア
フ
タ
ー
・
ミ
ー
テ
イ
ン
グ
で
服
部
氏
が
古
田
史
学
を

熱
く
語
っ
て
く
れ
た
こ
と
が
、
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
へ
の
誘
い
に
な
っ
た
。 

二 

講
演
内
容 

現
在
の
天
王
寺
区
に
あ
る
「
四
天
王
寺
」
は
、
創
建
時
は
「
天
王
寺
」

で
あ
っ
た
。
そ
の
建
立
趣
旨
は
皇
帝
＝
天
子
の
万
寿
を
祀
る
寺
で
あ
っ
た
。

こ
の
天
子
と
は
九
州
王
朝
の
天
子
で
あ
る
と
す
る
の
が
今
回
の
結
論
で
あ

る
。 （

朝
鮮
の
歴
史
書
で
あ
る
）
三
国
遺
事
に
あ
る
よ
う
に
、
「
四
天
王
寺
」

は
外
国
か
ら
の
侵
略
を
防
ぐ
た
め
金
光
明
経
を
奉
じ
る
「
護
国
の
寺
」
名

で
、「
天
王
寺
」
は
「
天
子
の
万
寿
を
祀
る
寺
」
名
で
あ
っ
て
全
く
別
の
寺

名
で
あ
る
こ
と
。 

次
に
、
こ
の
金
光
明
経
に
基
く
四
天
王
護
国
信
仰
が
我
国
や
朝
鮮
半
島

に
始
ま
る
の
は
六
五
〇
～
六
七
〇
年
代
以
降
で
あ
っ
て
、
日
本
書
記
が
伝
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え
る
推
古
元
年
（
五
九
三
年
）
の
聖
徳
太
子
建
立
で
あ
っ
て
も
、
発
掘
さ

れ
た
四
天
王
寺
創
建
瓦
か
ら
の
考
古
学
的
検
証
結
果
六
二
〇
年
代
で
あ
っ

て
も
、「
四
天
王
寺
」
名
で
は
早
す
ぎ
る
。 

つ
ま
り
、「
天
王
寺
」
と
し
て
建
立
さ
れ
た
も
の
が
、
後
の
時
代
（
少
な

く
と
も
日
本
書
紀
の
で
き
る
七
二
〇
年
以
前
ま
で
に
）「
四
天
王
寺
」
と
寺

名
変
更
さ
れ
た
。
元
々
「
天
王
寺
」
で
あ
っ
た
の
で
、
「
天
王
寺
」
「
天
王

寺
村
」
と
言
う
呼
称
が
散
見
さ
れ
、
文
献
や
地
名
に
残
っ
た
と
い
う
わ
け

で
あ
る
。 

第
二
の
論
点
は
、
倭
国
に
は
近
畿
天
皇
家
と
は
別
の
王
朝
の
年
号
＝
九

州
年
号
が
あ
っ
た
。
別
の
王
朝
の
年
号
は
近
畿
天
皇
の
崩
御
の
年
に
改
元

し
て
い
な
い
。
こ
の
九
州
年
号
は
近
畿
天
皇
家
の
大
宝
年
号
（
七
〇
一
年
）

で
以
て
終
了
す
る
。
そ
の
七
〇
一
年
は
又
、「
評
」
か
ら
「
郡
」
へ
行
政
単

位
が
変
更
さ
れ
た
と
き
で
も
あ
る
。 

こ
の
九
州
年
号
を
、
現
在
の
歴
史
家 

は
鎌
倉
時
代
の
僧
侶
の
造
作
し
た
偽
年 

号
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、「
万
葉
集
」 

「
続
日
本
記
」「
太
平
記
」
を
は
じ
め
、 

全
国
の
寺
社
縁
起
な
ど
に
残
っ
て
い
る
。 

天
皇
家
の
系
図
に
も
記
載
が
あ
り
、
戦 

国
時
代
・
江
戸
時
代
ま
で
は
史
料
に
よ 

る
と
普
通
に
用
い
ら
れ
て
い
た
よ
う
だ
。 

こ
れ
が
明
治
以
降
の
万
世
一
系
史
観
に 

よ
っ
て
、
偽
年
号
・
私
年
号
と
さ
れ
た
。
こ
れ
は
（
鎌
倉
時
代
の
言
わ
ば

歴
史
事
典
の
）「
二
中
歴
」
の
原
文
（
写
本
）
だ
が
、
こ
こ
に
「
倭
京
二
年

（
六
一
九
）
難
波
天
王
寺
聖
徳
造
る
」
と
あ
る
。 

隋
の
煬
帝
皇
帝
（
六
〇
四
～
六
一
八
年
）
の
王
宮
に
、
倭
国
よ
り
遣
隋

使
（
六
〇
七
年
）
を
送
っ
た
。
中
国
の
正
史
で
あ
る
「
隋
書
」
に
は
、「
倭

王
、
姓
は
阿
毎

あ

ま

、
字

あ
ざ
な

は
多
利
思

た

り

し

北
弧

ほ

こ

）、
阿
輩
雞
彌

あ

は

き

み

と
号
し
」、「
阿
蘇
山
有

り
」
、
「
大
業
三
年
（
六
〇
七
）
其
王
多
利
思
北
弧
、
使
を
送
り
朝
貢
す
」
、

「
日
出
づ
る
処
の
天
子
書
を
致
す
。
日
没
す
る
処
の
天
子
恙

つ
つ
が

な
き
か
」。
こ

れ
に
対
し
、
「
『
煬
帝
』
は
こ
れ
を
見
て
悦

よ
ろ
こ

ば
ず
と
あ
る
」
と
記
述
し
て
い

る
。
自
ら
天
子
と
名
の
る
「
多
利
思
北
弧
」
が
こ
の
時
期
に
居
て
、
「
天 
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王
寺
」
が
造
ら
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
天
王
＝
多
利
思
北
弧
と
な
る
。

そ
れ
で
は
多
利
思
北
弧
と
は
一
体
だ
れ
な
の
か
。
歴
史
学
者
は
推 

古
天
皇
か
聖
徳
太
子
の
こ
と
だ
と
す
る
論
者
が
い
る
が
、「
王
の
妻
が
雞
彌

き

み 

と
号
し
、
後
宮
に
女
六
～
七
〇
〇
人
い
る
」「
太
子
を
利
、
歌
彌
多
弗
利
」

と
い
う
記
述
が
あ
り
、
女
帝
の
推
古
天
皇
で
も
聖
徳
太
子
で
も
無
い
。 

同
じ
く
隋
書
に
「
阿
蘇
山
あ
り
」
と
そ
の
噴
火
を
記
録
し
、
瀬
戸
内
海

や
大
阪
か
ら
大
和
へ
の
航
路
の
記
録
が
無
い
。
つ
ま
り
「
其
王
多
利
思
北

弧
」
が
九
州
に
い
た
王
朝
の
王
で
あ
る
。 

こ
の
「
多
利
思
北
弧
」
を
祀
る
「
天
王
寺
」
が
難
波
に
造
ら
れ
た
と
い

う
こ
と
は
、
こ
の
時
期
（
六
二
〇
年
代
）
九
州
王
朝
の
勢
力
が
近
畿
ま
で

出
ば
っ
て
き
て
い
た
こ
と
を
示
す
。
と
い
う
の
が
今
回
の
発
表
内
容
と
受

け
取
っ
た
。 

      
三 

お
わ
り
に 

今
回
の
講
演
は
聴
衆
さ
れ
た
方
々
に
非
常
に
感
銘
を
与
え
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。
当
会
に
と
っ
て
も
取
組
方
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
り
、
深
く

勉
強
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
、
再
度
講
演
要
請
し
た
い
と
太
田
会
長
の
発

言
も
あ
っ
た
。
ご
本
人
か
ら
は
次
回
は
『
難
波
宮
は
九
州
王
朝
の
都
』
と

サ
プ
ラ
イ
ズ
の
テ
ー
マ
を
頂
い
て
い
る
。 

会
員
か
ら
の
質
問
に
も
丁
寧
に
回
答
を
頂
き
、
古
代
史
の
ロ
マ
ン
が
皆

の
眼
前
に
拡
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。 

 

参
考
文
献 

『
ま
ぼ
ろ
し
の
邪
馬
台
国
』
宮
崎
康
平
著 

講
談
社 

一
九
六
七 

『
「
邪
馬
台
国
」
は
な
か
っ
た
ー
解
読
さ
れ
た
倭
人
伝
の
謎
―
』 

古
田
武
彦
著 

朝
日
新
聞
社 

一
九
七
一 

『
失
わ
れ
た
九
州
王
朝
―
天
皇
家
以
前
の
古
代
史
―
』
古
田
武
彦
著 

朝
日
新
聞
社 

一
九
七
三 

『
盗
ま
れ
た
神
話
―
記
・
紀
の
秘
密
―
』
古
田
武
彦
著 

朝
日
新
聞
社 

 

一
九
七
五 

『
関
東
に
大
王
あ
り
ー
稲
荷
山
鉄
剣
の
密
室
―
』
創
世
記 

一
九
七
九 

『
盗
ま
れ
た
「
聖
徳
太
子
」
伝
承
―
古
代
に
真
実
を
求
め
て
ー
』 

（
古
田
史
学
論
第
一
八
集
）
古
田
史
学
の
会
編 

明
石
書
店 

 
 

二
〇
一
五 
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泣
き
な
が
ら 

笑
え
る
女
に 

誰
が
し
た 

―
平
成
二
八
年
第
二
回
セ
ミ
ナ
ー
報
告

― 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

大
平 

幸
子 

 

日 

時 

平
成
二
八
年
六
月
五
日 

午
後
二
時
～
四
時 

 

会 

場 

福
島
区
民
セ
ン
タ
ー 

三
〇
一
・
三
〇
二
号
室 

講 

師 

小
川 

セ
ツ
氏
（
元
堀
江
新
地
最
後
の
検
番
の
女
将
） 

テ
ー
マ 

「
泣
き
な
が
ら 

笑
え
る
女
に 

誰
が
し
た 

 
 

～
川
柳
作
家
で
も
あ
る 

な
に
わ
女
が
身
過
ぎ 

世
過
ぎ
の
出
来
事
を
語
る
～
」 

参
加
者 

四
八
名
（
会
員
二
四
名 
一
般
二
四
名 

男
性
二
四
名 

女
性
二
四
名
） 

小
川
セ
ツ
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル 

昭
和
三
年
、
四
姉
妹
の
次
女
と
し
て
、
大
阪
市
西
区
堀
江
に
誕
生
。 

昭
和
六
年
か
ら
日
本
舞
踊
・
長
唄
を
始
め
、
そ
の
後
三
味
線
・
太
鼓

等
一
通
り
の
芸
事
を
身
に
つ
け
る
。
日
本
舞
踊
は
名
取
、
小
唄
は
師

範
。
ま
た
そ
の
間
、
短
期
間
で
は
あ
る
が
国
民
学
校
の
教
鞭
を
と
る
。 

昭
和
二
五
年
、
空
襲
で
焼
け
た
小
川
家
を
母
親
と
共
に
復
興
。 

昭
和
四
二
年
、
小
川
席
名
で
検
番
を
開
業
、
新
町
に
小
川
家
再
開
。 

昭
和
五
〇
年
代
に
は
、
桂
米
朝
、
小
米
朝
、
大
村
崑
、
夢
路
い
と
し
、 

中
村
鴈
次
郎
（
現
坂
田
藤
十
郎
）
等
々
上
方
芸
人
が
通
い
詰
め
た
。 

現
在
は
川
柳
作
家
と
し
て
句
を
嗜
み
、
東
大
寺
で
得
度
し
た
。
「
小
川 

定
律
」
と
い
う
法
名
で
心
の
相
談
の
手
助
け
を
す
る
日
々
で
あ
る
。 

セ
ミ
ナ
ー
の
内
容
に
つ
い
て
、
初
め
て
小
川
セ
ツ
さ
ん
と
交
わ 

し
た
時
の
第
一
声
は
、
「
間
も
な
く
米
寿
を
迎
え
る
女
の
人
生
を 

僅
か
二
時
間
程
で
語
る
の
は
、
難
し
お
ま
す
な
あ
～
」
だ
っ
た
。 

花
街
と
は
縁
の
な
い
、
一
般
人
か
ら
見
て
も
小
川
セ
ツ
さ
ん
の
プ 

ロ
フ
ィ
ー
ル
は
、
「
す
ご
い
人
生
！
」
で
あ
る
。
曰
く
、
『
泣
き
な 

が
ら 

笑
え
る
女
に 

誰
が
し
た
』
「
タ
イ
ト
ル
の
川
柳
、
そ
れ
が 

私
の
人
生
で
す
わ
～
。
苦
労
は
イ
ヤ
と
い
う
程
味
わ
っ
た
分
良
い 

女
、
い
い
男
に
な
る
た
め
の
話
な
ら
、
な
ん
ぼ
で
も
し
ゃ
べ
り
ま 

ひ
ょ
！
」
。
『
な
に
わ
女
の
心
意
気
さ
』
が
、
身
体
全
身
か
ら
伝
わ 

っ
て
き
た
。 

                 
 

 

 

 

 
 
 
 

会
場
風
景 

 

新
町
小
川
家
二
代
目
の
頃 

  

会
場
に
て
「
都
々
逸
」
他
を
披
露 
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大正時代の堀江遊郭  

より 

 

地図は『堀江今昔物語』より(部分)  

写真は『近代大阪と堀江・新町』 

(水知悠之介著 2011)より 

 
堀江演舞場 

 

時 

代 

背 

景 

江
戸
時
代
、
元
禄
一
一
年(

一
六
九
八)

河
村
瑞
賢
に
よ
っ
て

西
横
堀
川
と
木
津
川
を
結
ぶ
堀
江
川
が
開
削
さ
れ
、
堀
江
新
地

が
開
発
さ
れ
る
と
、
大
坂
町
奉
行
所
は
、
青
物
市
や
和
光
寺
へ

の
参
拝
客
に
向
け
た
茶
屋
・
道
者
宿
な
ど
を
許
可
し
た
。
や
が

て
市
に
集
ま
る
町
民
達
相
手
に
は
、
阿
弥
陀
池
東
側
に
四
七
軒

の
い
ろ
は
茶
屋
、
大
路
地
周
辺
に
は
猫
茶
屋
と
呼
ば
れ
る
花
街

が
形
成
さ
れ
た
。
江
戸
の
吉
原
・
京
都
の
島
原
・
大
坂
の
新
町

が
日
本
三
大
遊
郭
と
称
さ
れ
た
の
に
対
し
、
堀
江
花
街
は
材
木

問
屋
、
藍
商
人
、
北
前
船
な
ど
堀
江
商
人
達
の
贔
屓
も
あ
り
大

変
賑
っ
た
。 

幕
末
か
ら
は
大
坂
三
郷
（
北
組
・
南
組
・
天
満
組
）
四
花
街

（
新
町
・
堀
江
・
南
地
・
曾
根
崎
）
と
し
て
賑
わ
っ
た
。
明
治

元
年(

一
八
六
八)

、
松
島
遊
郭
が
新
設
さ
れ
、
更
に
明
治
四
五

年(

一
九
一
二)

の
南
の
大
火
で
南
地
が
飛
田
に
移
転
し
て
客
足

が
減
る
が
、「
芸
」
を
売
る
堀
江
花
街
は
生
き
残
っ
た
。
大
正
三

年(

一
九
一
四)

に
堀
江
演
舞
場
が
完
成
し
、
落
成
式
で
披
露
さ

れ
た「
木
の
花
踊
」は
毎
年
上
演
さ
れ
た
。そ
の
後
昭
和
五
年(

一

九
三
〇)

堀
江
遊
郭
で
始
ま
っ
た
「
堀
江
盆
踊
り
唄
」
は
、
河
内

音
頭
と
並
ぶ
大
阪
の
代
表
的
な
民
謡
と
な
っ
た
。 

ち
な
み
に
新
堀
（
現
在
の
中
央
卸
売
市
場
あ
た
り
）
の
遊
里

は
、
明
治
二
八
年
ご
ろ
に
な
く
な
っ
て
い
る
。 

『
堀
江
今
昔
物
語
』（
な
に
わ
堀
江
１
５
０
０ 

二
〇
〇
六)

 

な
ど
よ
り
作
成 
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花
街
で
揚
屋
と
呼
ば
れ
る
お
茶
屋
さ
ん
は
、
正
確
に
言
う
と 

貸
座
敷
と
言
わ
れ
る
も
の
で
、
お
酒
は
自
前
で
用
意
す
る
が
料 

理
は
仕
出
し
屋
さ
ん
か
ら
、
芸
奴
さ
ん
は
検
番
を
通
し
て
芸
奴 

置
屋
か
ら
き
て
も
ら
う
の
が
建
前
だ
。
検
番
と
い
う
の
は
「
芸 

奴
さ
ん
派
遣
事
務
所
」
み
た
い
な
も
の
で
、
お
茶
屋
さ
ん
か
ら 

頼
ま
れ
た
だ
け
の
芸
奴
を
揃
え
る
の
が
仕
事
で
あ
る
。
小
川
セ 

ツ
さ
ん
は
空
襲
時
、
貸
座
敷
の
「
営
業
許
可
証
」
を
腹
巻
に
抱 

い
て
持
ち
出
し
、
最
後
の
堀
江
新
地
の
検
番
の
女
将
と
し
て
花 

街
を
守
っ
て
来
ら
れ
た
。 

最
後
に
激
動
の
戦
火
を
生
き
延
び
た
だ
け
で
も
大
変
な
時
代 

を
、
花
街
最
後
の
検
番
を
守
り
抜
い
た
女
将
と
し
て
、
芸
事
の 

師
匠
と
し
て
、
母
と
し
て
、
仏
門
を
得
度
し
、
悩
め
る
人
の
心 

を
癒
し
、
経
済
新
聞
を
読
み
な
が
ら
川
柳
を
嗜
む
。
瘦
身
の
ど 

こ
か
ら
そ
の
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
が
湧
き
出
て
く
る
の
か
・
・
・
。 

お
話
、
質
問
は
時
間
を
過
ぎ
て
も
中
々
尽
き
な
か
っ
た
が
、 

そ
れ
か
ら
の
「
都
々
逸
」
「
小
唄
」
「
民
謡
」
「
流
行
歌
」
等
も 

た
っ
ぷ
り
披
露
し
て
頂
い
た
。
加
え
て
懇
親
会
で
の
歌
声
も
流 

石
花
街
の
女
将
、
女
ら
し
さ
が
滲
み
出
る
美
声
。 

女
性
フ
ァ
ン
は
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
と
威
勢
の
良
い
口
調
で
話
す 

女
将
、
な
の
に
心
暖
か
い
細
や
か
な
優
し
さ
に
憧
れ
を
感
じ
、 

男
性
は
冗
談
を
嫌
み
な
く
サ
ラ
リ
と
話
す
口
調
は
女
将
と
し
て 

よ
り
も
、
茶
目
っ
気
の
あ
る
熟
女
に
魅
力
を
感
じ
る
の
で
は
な 

い
だ
ろ
う
か
。
別
れ
際
に
「
波
乱
万
丈
、
複
雑
怪
奇
な
人
生
。 

人
に
言
え
な
い
事
は
い
っ
ぱ
い
あ
っ
た
け
ど
、
良
い
こ
と
も
嫌 

な
事
も
全
部
受
け
入
れ
る
。
」
そ
し
て
呟
き
で
あ
り
な
が
ら
凜
と 

し
た
声
で
、
「
そ
れ
が
今
の
自
分
な
の
だ
か
ら
、
こ
れ
か
ら
も
あ 

り
の
ま
ゝ
生
き
る
だ
け
！
」
と
話
さ
れ
た
。 

私
も
大
フ
ァ
ン
の
一
人
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。 

     

会
員
の
原
稿
を
募
集
し
ま
す
！ 

 
 

福
島
区
の
記
録
を
残
し
ま
し
ょ
う 

 
 
 
 

 

 

古
い
写
真
を
探
し
て
い
ま
す 

お
手
元
の
ア
ル
バ
ム
を
ひ
も
と
い
て 

 
 
 

災
害
や
今
は
な
い
建
物
な
ど
が 

写
っ
て
い
る
も
の
が
あ
れ
ば 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ご
提
供
く
だ
さ
い 
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 福島区歴史研究会 ２０１６年上半期の事業 

『福島区歴史研究会会報 第６号』発行 ２月 

展示「野田・玉川の今昔」10/5～3/31 （会場・福島区役所) 

セミナー 平成２８年第１回 2/28 （会場・福島区民センター） 

    講師 服部静尚氏「古代史が語る天王寺と四天王寺の真実」 

展示「海老江の今昔」3/8～6.30  （会場・福島図書館） 

展示「区の花 のだふじの今昔」3/14～5/27 （会場・福島区役所) 

展示「戦後７０年－市民生活と災害－」4/11～9/30 （会場・福島区役所) 

セミナー 平成２８年第２回 6/5 （会場・福島区民センター） 

    講師 小川セツ氏「泣きながら 笑える女に 誰がした」 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

２０１６年 上半期の活動記録 

1/21 役員会 

2/7 総会・懇親会 

2/18 企画会議 

3/3 展示打ち合わせ（区役所） 

3/4 展示準備（図書館） 

3/11 展示準備（区役所） 

3/17 企画会議 

4/12 樟蔭女子大学田邊聖子文学館訪問 

4/19 展示準備（区役所） 

4/21 企画会議 

5/19 企画会議 

5/31 区役所「のだふじ展」撤去 

6/16  企画会議 

6/18 関西大学学友会福島支部総会（４０名出席）において講師・末廣会員「福島

区の歴史あれこれ」 

★浦江塾（協力）2/6 3/5 4/2 5/7 6/4 

 

ホームページ http://o-fukushima.com/rekishi/top.htm 

                       （会報バックナンバーも掲載） 

（印刷：谷口印刷紙業） 

福島区歴史研究会会員として

地域の講師などされた方は 

事務局までご連絡ください 


